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6. 丸岡 弘治，浜田 将太，糀屋 絵理子，東原 和美，篠永浩，新井 克明，早乙女 彩子，黄倉 崇，溝神 文博，大河内 二郎，竹屋 泰，倉田 なおみ，秋下 雅弘:高齢者施設の服薬簡素化提言.日本老年薬学会雑誌 vol7 S2 2024 pp1-14.

3 著書・総説
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1. 篠永浩．パネルディスカッション25　リハビリテーション薬剤の視点を活かしたポリファーマシー対策．第19回医療の質・安全学会学術集会．横浜．2024．11
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5. 篠永浩．シンポジウム　薬剤師が実践する入院・外来・地域を繋ぐ栄養管理～がん化学療法への対応を含めて～．日本栄養治療学会　第16回中国四国支部学術集会．倉敷（WEB併用）．2024．8
6. 篠永浩．病院・薬局・地域を繋げる多職種連携～栄養管理も含めて～（シンポジウム13）．第7回日本病院薬剤師会Future Pharmacist Forum．WEB開催．2024．7
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2. 佐藤拓洋，高嶋良汰，香川瞭子，今滝泉，陶山泰治郎，篠永浩，加地努．高齢者の身体機能等に影響を与える可能性がある薬物に対する当院のポリファーマシー対策．第63回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会中国四国支部学術大会．岡山．2024．11
3. 渡邊舞，近藤宏樹，篠永浩．呼吸器病棟入院中の気管支喘息およびCOPD患者に対する吸入支援プログラムの有用性の調査研究．第32回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会．名古屋．2024．11
4. 十川友那，原田典和，篠永浩，加地努，森久寿，土屋冬威，大橋育子，佐々木剛．小児患者におけるレボセチリジン塩酸塩DS0.5％の嗜好品によるマスキング効果探索試験．第51回日本小児臨床薬理学会学術集会．東京（WEB併用）．2024．11
5. 石井照樹，森黒唯，大嶋成奈優，沖廣絵里子，高橋公子，石原瑛太郎，篠永浩，加地努，石山晃子，中津守人，矢野禎浩．手術予定の入院患者に対する持参薬確認に関する運用変更が及ぼす影響調査．第34回日本医療薬学会年会．千葉．2024．11
6. 近藤宏樹，篠永浩，加地努，矢野禎浩，和泉和子．薬剤師による「健康サポート事業」の現状調査．第34回日本医療薬学会年会．千葉．2024．11
7. 陶山泰治郎，片桐将志，中西順子，篠永浩，原田典和，加地努．PBPMを用いた代行入力によるタスク・シフト/シェアが医師の業務負担軽減に及ぼす影響．第34回日本医療薬学会年会．千葉．2024．11
8. 陶山泰治郎，片桐将志，中西順子，篠永浩，原田典和，加地努．タスク・シフト/シェアを目的とした代行処方入力関連プロトコル導入による医師、看護師、薬剤師への影響調査．第62回全国自治体病院学術大会．新潟．2024．11
9. 近藤宏樹，篠永浩，加地努，矢野禎浩，和泉和子．薬剤師による「健康サポート事業」の現状調査．日本栄養治療学会　第16回中国四国支部学術集会．倉敷（WEB併用）．2024．8
10. 十川友那，渡邊舞，加福夏織，原田典和，篠永浩，加地努．院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコル導入後の状況調査．第62回香川県国保地域医療学会．高松（WEB併用）．2024．8
11. 陶山泰治郎，森黒唯，大嶋成奈優，石井照樹，沖廣絵里子，高橋公子，石原瑛太郎，篠永浩，原田典和，加地努．入院前アドヒアランスと処方受領薬局数の関連性についての検討．医療薬学フォーラム2024　第32回クリニカルファーマシーシンポジウム．熊本．2024．7
12. 中西順子. 緩和ケア専門医不在の地域中核病院において緩和医療専門薬剤師にできること. 第17回日本緩和医療薬学会年会. 東京（WEB併用）．2024．5.
13. 小原朋也，熊木良太，篠永浩，高井靖，東敬一朗，辰巳真穂，大坪博子，赤尾眞，武藤浩司，山口章江，島﨑良知，岸本桂子．処方意図不明薬剤を有する患者抽出を目的としたMedication Status Checkシートの開発－多施設共同研究（中間解析結果報告）－．第8回　日本老年薬学会学術大会．東京（WEB併用）．2024．5
14. 陶山泰治郎，高嶋良汰，香川瞭子，今滝泉，佐藤拓洋，篠永浩，原田典和，加地努．ポリファーマシー対策に関する処方提案の受諾可否に影響する因子の検討．第8回　日本老年薬学会学術大会．東京（WEB併用）．2024．5
15. 石井照樹，森黒唯，大嶋成奈優，沖廣絵里子，高橋公子，石原瑛太郎，篠永浩，加地努，石山晃子，中津守人，矢野禎浩．薬局からの情報提供に関してスタッフ間での情報共有方法の変更が及ぼす影響調査．第8回　日本老年薬学会学術大会．東京（WEB併用）．2024．5
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